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２００１年１１月３０日 臨 時 

去
る
十
月
十
二
日
（
金
）
午
後
六
時
か

ら
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
司
教
区
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
第
一
回
司
教
館
建
設
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
司
祭
評
議
会
直
任
の
司
祭
五
名

と
信
徒
十
二
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
今
後

新
司
教
館
建
設
に
向
け
て
具
体
的
な

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
事
務
局
長
の
佐
藤
守
也

神
父
よ
り
新
司
教
館
建
設
に
向
け
た

今
日
ま
で
の
歩
み
が
紹
介
さ
れ
、
司
教

様
の
住
ま
い
が
定
ま
ら
な
い
現
状
に

鑑
み
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
月

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

二

 

な
お
、
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
以
下
の
通

り
で
す

 。

委
員

 

鷹
觜
達
衛
（
司
教
総
代
理
） 

長

委
員 

佐
藤
守
也
（
教
区
事
務
局
長
）

 
 
 

田
中
丈
夫
（
司
教
秘
書
） 
 
 
 

会
津
隆
司
（
司
祭
評
） 
 
 
 

シ
ャ
ー
ル
・
エ
メ
・
ボ
ル
デ
ュ

 
 
 

ッ
ク
（

評
） 

司
祭

 

伊
藤
雅
敏
氏 

  

猪
岡 

光
氏 

 

岡
田
謙
一
氏 

 

小
山
伸
夫
氏 

 

久
ヶ
沢
甫
氏 

 

斎
藤
弘
生
氏 

 

佐
藤
正
信
氏 

 

中
西
栄
子
氏 

 

 

中
村
信
忠
氏 

 

野
邦
彦
氏 

和

 
B

r.

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ポ
イ

 
 
 
 

ト
氏 

新
司
教
館
建
設
に
向
け
て
始
動 司

教
館
建
設

 
 
 
 
 

発
足
ま
で
の
歩
み 

ン

 
 
 
 

Sr.

子
氏 

和
田
美
稚

       
 
 
 
 
 

 

委
員
会 

 

去
る
一
九
九
八
年
六
月
一
九
日
に

佐
藤
千
敬
司
教
は
仙
台
教
区
長
を
辞

任
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
司
祭
評
議
会
と
司
牧

評
議
会
は
自
動
的
に
解
散
し
、
宗
教
法

人
責
任
役
員
会
が
教
区
顧
問
会
と
し

て
、
司
教
空
位
の
期
間
、
教
区
の
意
志

決
定
機
関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

し
た
。 
ま

 
現
司
教
館
は
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
司

教
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
６
キ
ロ
離
れ

た
東
仙
台
に
あ
り
ま
す
が
、
一
九
三
七

（
昭
和
十
二
）
年
に
小
神
学
校
と
し
て

建
築
さ
れ
た
も
の
を
転
用
し
て
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
築
後
六
十
四
年

経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
し
い
司
教
が
着
座
す
る
ま
で
の
間

に
司
教
館
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
、
時
の
教
区
管
理
者
鷹
觜

達
衛
師
を
中
心
に
し
て
司
教
を
迎
え

準
備
を
始
め
ま
し
た
。 

る

 

（
２
）
一
九
九
八
年
十
月
二
十
二
日
、

 
 

ⅰ 

現
司
教
館
と
、
ⅱ 

旧
Ｙ
Ｂ
Ｕ
の

建
物
に
つ
い
て
の 

老
朽
度
調
査
を
業

者
に
依
頼
し 

ま
し
た
。 

 

ⅱ 

自
己
資
金
も
十
分
で
な
い
の
で

 
 
 
 

旧
Ｙ
Ｂ
Ｕ
の
建
物
を
利
用
す
る

 
 
 

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
を
検
討 

 
  
  
 

し
ま
し
た
。 

（
１
）
一
九
九
八
年
九
月
七
日
、
責
任

役
員
会
に
お
い
て
司
教
館
の
今
後
に

い

討
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、 

つ

て

 

ⅰ 

現
司
教
館
を
改
修
す
る
可
能
性

 
 
 

は
な
い
か
、 

 
 
 

現
司
教
館 

 

ⅰ
ａ 

木
造
の
基
本
と
な
る
柱
、
梁
、
土

台
、
床
等
構
成
材
料
の
腐
食
は
特
に
見

ら

ず
良
好
。 

れ
ｂ 

屋
根
波
風
板
の
腐
食
が
見
ら
れ

る

 。
ｃ 

外
壁
は
き
れ
い
で
あ
る
が
、
宮
城

県
沖
地
震
に
よ
り
モ
ル
タ
ル
割
れ
が

散

さ
れ
る
。 

見
ｄ 

内
部
の
仕
上
げ
材
が
湿
気
の
た

め

防
湿
・
防
か
び
の
対
策
が
必
要
。 

、
ｅ 

給
排
水
衛
生
設
備
に
つ
い
て
耐

用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り
、
全
体
的
な
や

り

え
工
事
が
必
要
。 
か
ｆ 
電
気
設
備
に
つ
い
て
電
線
ケ
ー

ブ
ル
等
の
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り

配
線
の
や
り
か
え
工
事
が
必
要
。 

以
上
か
ら
、
「
建
築
的
に
は
全
体
的
に

良
好
と
判
断
致
し
ま
す
が
、
設
備
的
に

考
え
ま
す
と
給
排
水
及
び
電
気
と
も

耐
用
年
数
を
超
過
し
て
お
り
、
や
り
替

え
工
事
が
必
要
な
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

考
慮
し
た
場
合
、
１
階
の
天
井
及
び
床

の
解
体
工
事
が
発
生
し
、
か
な
り
大
規

模
な
工
事
と
な
り
ま
す
。
又
、
木
造
で

あ
る
事
か
ら
平
面
プ
ラ
ン
の
変
更
を

伴
っ
た
改
修
に
は
制
限
が
あ
り
、
既
存

の
柱
、
壁
は
ほ
と
ん
ど
変
更
出
来
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
よ
り
、

大
規
模
な
改
修
を
考
え
た
場
合
、
色
々

な
面
で
制
限
が
あ
っ
て
コ
ス
ト(

約
八

千
万
円)

を
か
け
た
割
に
は
期
待
通
り

に
出
来
な
い
と
い
う
可
能
性
が
非
常

に
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
」
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。 

「
旧
Ｙ
Ｂ
Ｕ
の
用
途
変
更
を
伴
う
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
容
易
に

工
事
は
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

内
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
間
仕
切
り
壁

が
ほ
と
ん
ど
無
い
事
か
ら
平
面
プ
ラ

ン
の
検
討
が
し
易
い
こ
と
、
新
た
に
水

場
を
設
置
す
る
場
合
も
シ
ャ
フ
ト
を

ⅱ  

旧
Ｙ
Ｂ
Ｕ 

ｇ 

シ
ロ
ア
リ
・
腐
朽
菌
に
つ
い
て
判

断
の
た
め
に
は
更
に
詳
細
な
調
査
が

必
要
。 

 



 

（2） 

一
九
九
八
年
度
～
一
九
九
九

年
度
に
か
け
て
、
宗
教
法
人

責
任
役
員
会
、
教
区
司
祭
団

役
員
会
、
教
区
司
祭
団
月
例

会
等
で
、
調
査
結
果
を
踏
ま

え
審
議
し
た
結
果
、
以
下
の

よ
う
な
結
論
を
得
ま
し
た
。

 

コ
ス
ト
の
割
に
は
思
っ
た

よ
う
な
改
修
が
出
来
な
い
以

上
、
現
司
教
館
の
改
修
の
た

め
に
お
金
を
使
う
の
は
無
駄

で
あ
る
。
ま
た
、
旧
Ｙ
Ｂ
Ｕ

は
、
駐
車
場
が
無
い
上
、
司

祭
の
家
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い

立
地
条
件
が
悪
い
。 

設
置
す
る
こ
と
で
可
能
で
あ

る
こ
と
、
換
気
設
備
に
つ
い

て
も
平
面
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
検
討
が
で
き
る
、
な
ど
で

す
。
但
し
、
構
造
体(
主
に
梁)

に
対
し
て
穴
を
開
け
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
又
、
既
存

の
階
段
及
び
ト
イ
レ
に
つ
い

て
大
が
か
り
な
改
造
は
不
可

能
と
思
い
ま
す (

改
造
の
費

用
七
千
万
円) 

。
」
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。 

（
３
）
改
造
案
の
検
討 

て

 

以
上
の
こ
と
か
ら
改
築
の

場
所
と
し
て
現
司
教
館
を
取

り
壊
し
て
改
築
す
る
こ
と
で

合
意
を
得
ま
し
た

 。

（
４
）
二
〇
〇
〇 

年
六
月
二
七
日
教

区
顧
問
会
議  

 

現
司
教
館
の
改
築
を
承
認
し
ま
し

た
が
、
新
司
教
の
希
望
も
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
の
理
由
で
、
着
座
後
に
計
画

を
進
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

（
５
）
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
司
教
着
座

後
「
司
教
館
建
設
に
あ
た
っ
て
―
基
本

的
に
捉
え
た
い
こ
と
ど
も
―
」
と
い
う

文
書
が
溝
部
司
教
よ
り
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
順
次
、
顧
問

会
議
、
責
任
役
員
会
、
司
祭
団
役
員
会

等
で
司
教
館
建
設
の
実
施
に
向
け
て

具
体
案
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
事
業
を
全
教
区
的
な
事
業
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
理
由
か

ら
司
祭
評
議
会
の
議
題
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

（
８
）
二
〇
〇
一
年
五
月
十
四
日
、
司

祭
評
議
会
発
足
、
第
一
回
仙
台
教
区
司

評
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

祭

 

そ
の
会
議
に
お
い
て
八
木
山
教
会

の
建
築
問
題
に
つ
い
て
優
先
的
に
取

り
上
げ
ま
し
た
。 

（
７
）
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
五
日
、
責

任
役
員
会
に
お
い
て
司
教
館
建
設
計

画
を
推
進
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。 

（
６
）
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
四
日
、
司

教
は
仙
台
教
区
で
働
く
全
司
祭
に
構

想
・
意
見
を
募
り
ま
し
た
。 

（
１
１
）
二
〇
〇
一
年
十
月
十
二
日
、

第
一
回
司
教
館
建
設
委
員
会
を
開
催
。

建
設
委
員
会
に
総
務
、
広
報
、
募
金
、

建
築
技
術
の
小
委
員
会
を
設
け
、
月
二

回
の
建
設
委
員
会
を
開
き
来
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
前
の
完
成
を
目
指
し
て
始

動
。 

（
１
０
）
二
〇
〇
一
年
九
月
十
日
、
司

祭
評
議
会
に
お
い
て
司
教
館
建
設
委

員
会
委
員
長
に
司
教
総
代
理
鷹
觜
達

衛
師
を
指
名
し
、
建
設
委
員
会
の
人
選

を
行
い
ま
し
た
。 

（
９
）
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
、
第

二
回
の
司
祭
評
議
会
で
司
教
館
建
設

に
つ
い
て
具
体
的
な
手
順
を
提
示
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

司
教
館
建
設
に
あ
た
っ
て 

―
基
本
と
し
て
捉
え
た
い
こ
と

ど
も
― 
 
 

溝 

部 
 

脩 

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
四
日 

１

 

ま
ず
第
一
に
は
、
司
教
館
は
司
教
と

そ
の
ス
タ
ッ
フ
が
住
う
場
所
で
あ
る
。

そ
こ
は
ま
た
教
区
の
司
祭
が
安
ら
ぐ

こ
と
が
で
き
る
「
父
の
家
」
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
司
祭
が
何
時
で
も
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
、
司
教
と
交
わ
る
こ
と

が
で
き
る
家
で
あ
る
。
従
っ
て
建
築
す

る
に
際
し
て
は
、
家
庭
的
雰
囲
気
を
出

す
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。 

２ 

司
教
は
引
退
司
祭
と
密
接

な
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
求

る
。 

め

 

現
在
の
教
区
を
つ
く
る
た
め
に
苦

労
し
た
引
退
司
教
、
司
祭
に
対
し
て
最

大
の
配
慮
と
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
が
司

教
の
務
め
で
あ
る
。
司
教
館
建
築
に
際

し
て
、
常
時
彼
ら
と
接
触
を
保
て
る
物

理
的
距
離
も
考
え
た
い
。 

３ 

司
教
館
は
客
を
も
て
な
す

で
も
あ
る
。 

  

 

司
教
館
は
家
庭
で
あ
る
。 

館

 

喜
ん
で
客
人
を
も
て
な
す
こ
と
も
、

家
庭
の
役
割
で
あ
る
。
他
の
教
区
の
聖

職
者
、
修
道
者
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る

工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
教
区
の
協
力
者

を
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
客

室
を
複
数
に
持
つ
こ
と
は
贅
沢
で
は

な
い
。 

 

４ 

司
教
が
必
要
に
応
じ
て
、
司

祭
、
信
徒
と
自
由
に
語
り
合
う
場

を
も
つ
こ
と
も
あ
っ
て
然
る
べ

で
あ
る
。 

き

 

司
教
館
で
個
人
的
に
、
ま
た
は
小

さ
な
グ
ル
ー
プ
で
司
教
と
膝
を
交
え

て
話
し
合
え
る
空
間
を
も
つ
こ
と
は

有
益
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
れ
は
小
さ
な
、
ご
く
限
ら
れ
た
規

模
で
十
分
だ
と
判
断
す
る
。 

５ 

教
区
の
書
庫
、
特
に
教
区
の

歴
史
を
収
集
す
る
書
庫
を
強
く

む
。 

望

 

教
区
の
歴
史
の
資
料
が
分
散
す
る

の
は
と
て
も
惜
し
い
。
同
時
に
教
会
文

書
、
神
学
、
聖
書
学
の
基
本
的
な
書
籍

は
揃
え
て
お
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。 

 

現在の司教館 


